





































































































































































































領域内部 1 2 一2 一4
Xl　＝O o 2 o 一3
?










界Xl・・　x2＝0o o 6 5 o




上x2，・・　A1＝O3 o o 2
??

































































































界x1＝ω2＝eOo 6 o e
xl　：A2　＝O　O o 6 e o
x2＝Al　：O　1 o o 1．2 o
上 2 o o 1．2 o
3 o o O．6 6





領域内部 2 o 一1???Xl　＝O o o 1　　4
x2　＝e 2 o 一1
A　＝O 1．651　一〇．2753　O
Xl　　：X2　＝：O　O o 1　　4
ci　＝：A＝O o 1 0　　5






??????????? ?ーー? ?｝ ? ?? ??
???????…?? ????? ｝??????? 「??? … ．??? ?ーー ?? ? ?? ? ｝??
?…ーー……ーーーー…ーー｝?ーーーーー……?ーー
　　　　　　　　　　：Fig．3．例題3．目的関数の等高線と制約集合
　例題3でも同様に解の候補をを求めると、Table3を得る。従って、最適解は
　　　　　　　　　　　　　　　　1　（xi＝＝1，x2＝O）
4。むすび
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　本論では、制約条件と目的関数が多項式で表される場合の非線形計画問題の代数的解法を
提案した。代数的に解くことにより、従来の解法での最適解を求められない場合を回避する
ことが可能になり、正確な結果を得ることが期待できる。もちろん、本論に示した手法は、非
線形計画問題等の数理計画問題への代数的解法の応用の可能性を示し、かついくつかの間題
に有効であることの検討を行ったにとどまっている。より現実的な問題へ適用し、手法の有
効性をみることは緊急の課題である。さらに、本手法の特徴を見るためにアルゴリズム面で
劔目的関数や制約条件が全て線形である場合、広く用いられているシンプレックス法（単
　体法）とのアルゴリズム上の差異の明確下
働特に1変数代数方程式を解く場合の各種の計算技法の比較と、それらを計画問題に用
　いる場合の長短所の解明
　醗QuantMer　Eliminationの立場から提唱されている諸手法［1，2］等との比較検討
を行うことが必要である。また、より一般の計画問題に適用するためには、目的関数や制約
条件を多項式に限定するのみでは不十分である。このような場合に簡単に考えられることは、
任意の関数を十分な精度で多項式近似することである。さらに、最適解が境界0上にある
場合に写像φをいかに求めるかも残された課題である。
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